








 

研究目的 

 子宮平滑筋に及ぼすカテコラミンの効果は動物の種によって異なり,また同

一種であっても性ホルモンの状態によって個々の反応は異なっている。例えば,

アドレナリンの効果と妊娠との関係により動物の子宮をウサギ型,モルモット

型,ネコ型と大きく 3つに分類して来たし,同一動物でも妊娠経過により反応性

が変化する事など報告されて来た。ところが縦走筋が漿膜側,輪走筋が内膜側を

直角に交わって走っているラットやモルモットなどの多胎双角子宮において分

娩を制御していくには単に子宮全体が収縮,弛緩を繰り返すだけでは安全な胎

児娩出は起こり得ず,もっと細かな収縮の制御が行なわれていると思われる。 


